
受賞数累計
うち設計施工及び設計受賞数累計
2025年度設計施工及び設計での受賞数　

243件（1位）
128件（1位）
2件（1位）

受賞数累計
2025年度受賞数

259件（1位）
13件（1位）

掲載数累計
2025年度掲載数

329件（1位）
16件（１位）

環境・設備デザイン賞
ウッドデザイン賞
日経ニューオフィス賞

最優秀賞1件　他3件
農林水産大臣賞 1件　他4件
2件　地域ブロック 3件

日本建築学会賞（技術）
空気調和・衛生工学会賞
iF DESIGN AWARD

1件　奨励賞 1件
特別賞 1件　振興賞 4件
7件

受賞数累計
うち設計施工及び設計受賞累計数
2025年度受賞数

83件（1位）
42件（1位）

1件（同列3位）

BCS賞
一般社団法人 日本建設業連合会 主催
「BCS賞」は、「優秀な建築物を作り出すためには、デザインだ
けでなく施工技術も重要であり、建築主、設計者、施工者の三
者による理解と協力が必要である」という考えのもと、1960年
に創設されました。良好な建築資産の創出を図り、文化の進
展と地球環境保全に寄与することを目的に、優秀な建築作品
が表彰されてきました。学識経験者・建築家・建設業関係者
の各分野からの選考委員により現地審査・選考が行われます。

BELCA賞　
公益社団法人 ロングライフビル推進協会（BELCA） 主催
BELCA賞は、長期にわたる適切な維持保全と、優れた改修
を実施した既存の建築物を対象とし、建物のロングライフ化
への寄与に対する表彰制度です。ロングライフ部門とベスト
リフォーム部門の２部門からなり、賞の選考は、学識経験者と
実務に精通した委員から構成される「BELCA賞選考委員会」
により現地審査・選考が行われ、表彰建築物が決定されます。

主な受賞はこちら当社が「品質経営」を基本姿勢とし、これまで継続的に行ってきた環境への取り組みと建築・まちづくりは、社外からもその実績が高く評価され多数の賞を受賞しています。

2025年度 BELCA賞ベストリフォーム部門
大阪避雷針工業神戸営業所

2025年度 BCS賞 茨木市文化・子育て複合施設 おにクル

（　）内は総合建設業における比較

（　）内は総合建設業における比較

（　）内は総合建設業における比較

システム開発・プロダクト含む受賞数

（　）内は総合建設業における比較

グッドデザイン賞
公益財団法人 日本デザイン振興会 主催
世界でも有数の規模と実績を誇るデザイン賞で、1957年に
旧通商産業省によって開始されました。その審査基準は時代
とともに変遷し、日本のデザインと産業の「マイルストーン」と
も言われています。

日本建築学会 作品選集　
一般社団法人 日本建築学会 主催
1989年に始まり、日本における建築作品の発表の場として、
国内外より高い評価を受けています。現地審査を経て、掲載
する作品が決定されます。2025年度は40歳未満の設計者に
贈られる日本建築学会作品選集新人賞を6件受賞しました。

その他受賞　
環境、木材活用、学会関連、海外の賞を広く受賞しています。2025年度の主な受賞は以下です。

2025年度作品選集新人賞　エア・ウォーター健都

2025年度 グッドデザイン賞
Toyota Technical Center Shimoyama 車両開発棟・来客棟

社外評価
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詳細はこちら

2025年認定式

社外からの評価
主要な社外からの認定・活動に対する表彰
当社がこれまで継続的に行ってきたサステナビリティへの取
り組みに対し、その実績が社外から高く評価されています。
以下に主要な認定、当社の活動に対する受賞を紹介します。

2025年の主な受賞

CDP「2025気候変動Aリスト」企業に選定
2025年12月、環境情報開示システムを運営するCDPの
「2025気候変動Aリスト」企業に選定されました。
CDPでは、環境対策への対応や関連する情報開示等につい
て質問状を送付し、企業の回答に基づいて「A」、「Aマイナ
ス」から「D」、「Dマイナス」までの8段階で評価し、最高評価
の優れた企業を「Aリスト」として公表しています。

EcoVadisサステナビリティ評価「シルバー」を取得
2025年8月、フランスに本拠地を置くEcoVadis社によるサ
ステナビリティ評価で、「シルバー」を取得しました。

サステナブルファイナンス
背景と目的
サステナブルファイナンスは、持続可能な開発目標（SDGｓ）
やパリ協定の採択など、持続可能な社会構築が大きな課題
となる中で、新たな産業・社会構造への転換を促すことを目
的としており、持続可能な経済社会システムを支えるインフ
ラと位置付けられています。2023年から、ポジティブ・イン
パクト・ファイナンスとサステナビリティ・リンク・ローンの活
用を開始しました。当社は、社会課題の解決と自社グルー
プの持続的な成長を目指し、2023年から、短中長期の視
点も盛り込んだ当社グループならではの重要課題（マテリア
リティ）を再設定し、その取り組みを開始しています。今後
も引き続き、SDGｓ（持続可能な開発目標）の達成と、サス
テナブル社会の実現に貢献していきます。

「自然共生サイト」に認定
竹中研修所「清和台の森」／
竹中技術研究所「調の森SHI-RA-BE®」
2024年に竹中研修所「清和台の森」（兵庫県川西市）が、環
境省の「自然共生サイト」に認定されました。この認定では、
希少種を含む多様な生物種が生息する自然豊かな里山環境
が明確な方針のもと維持管理されていること、社員研修や地
域の連携にも利用されていることなどが評価されました。な
お、2023年には竹中技術研究所の「調の森SHI-RA-BE」（千
葉県印西市）が自然共生サイトに認定されています。これら
2つの事例は、2025年も引き続き認定を受けています。

ESGにかかわる評価と活動

詳細はこちら

健康経営優良法人に認定
竹中工務店は、2019年以来
連続して経済産業省が定める
「健康経営優良法人」※に認定
されています。

PRIDE指標
当社は、一般社団法人work with Prideが策定した、職場
におけるLGBTQ＋などのセクシャル・マイノリティへの取り
組み評価指標「PRIDE指標2025」で「シルバー」を受賞しま
した。引き続き、性別、国籍、年齢、障がいの有無、性的指向、
性自認などにかかわらず、誰もがいきいきと働けて、働きが
いのある職場環境の実現を目指していきます。

※健康優良法人制度は、地域の健康課
題に即した取り組みや日本健康会議が進める健康増進取り組みをもとに、
特に優良な健康経営を実践している企業を顕彰する制度です。

詳細はこちら

当社の健康経営

認定・受賞一覧はこちら

社外評価

CDP気候変動スコア

EcoVadisランク

日経SDGs経営調査

A－

プラチナ

★4

B

ゴールド

★3.5

2020年より自主回答

2019年調査開始

A

ゴールド

★4.0

A

シルバー

★4.0

B

ゴールド

★3.5

2021年 2022年 2023年 2024年 2025年 備考
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組織図（2026年3月1日付）

株主総会

監査役会

取締役会
監査室

社長
副社長

社名

本社所在地

資本金

建設業許可番号

従業員数 

グループ会社

資格者数

事業内容

取引銀行

調達本部

大阪駅北地区事業本部

社長室

デジタル室

関連事業室

まちづくり戦略室

総務室 総務部

法務室 法務部

経営企画室 企画部
広報部
サステナビリティ推進部
TQM推進部
ダイバーシティ・エクイティ
＆インクルージョン推進部
新規事業推進部

監査部
コンプライアンス部

人事室 人事企画部
労務企画部
人材開発部

財務室 財務部
資金部
不動産部
審査部

開発事業本部
管理部
アセットマネジメント部
事業企画部
不動産開発部
海外事業部

GREEN×EXPO 2027 推進室

設計本部

ワークプレイスプロデュース本部

FM本部

BIM推進室

設計企画部
アドバンストデザイン部
環境デザイン部

生産本部 生産企画部
設備部
品質部
プロダクト部
見積・工務部
安全環境本部

営業本部 管理部
戦略企画部
営業第一部
営業第二部
先端生産部
国際部

医療福祉・教育本部

開発計画本部
PPP/PFI推進室

技術本部 技術戦略部
技術プロデュース部
管理部
知的財産部

技術研究所 建設・環境基盤研究部
未来・先端研究部
社会価値創造研究部

本社 支店及び事業本部

1級建築士 2,410名

1級建築施工管理技士 2,491名

技術士 192名

博士 127名
（2026年1月現在）

1. 建築工事及び土木工事に関する請負、設計及び監理

2. 建設工事、地域開発、都市開発、海洋開発、宇宙開発、エネルギー供給及び環境整備
等のプロジェクトに関する調査、研究、測量、企画、評価、診断等のエンジニアリング
及びマネジメント

3. 土地の造成並びに住宅の建設

4. 不動産の売買、賃貸、仲介、斡旋、保守、管理及び鑑定並びに不動産投資に関する
マネジメント 他

三菱UFJ銀行、三井住友銀行、みずほ銀行、りそな銀行、三菱UFJ信託銀行、

三井住友信託銀行、農林中央金庫 他

子会社59社、関連会社17社、その他の関係会社1社

7,907名（グループ全体14,006名）
（2026年1月現在）

国土交通大臣許可 （特-6、般-6）第2744号

500億円（2026年3月現在）

大阪市中央区本町4-1-13

株式会社竹中工務店

エンジニアリング本部
環境共生・エネルギー本部
情報エンジニアリング本部
製造・物流施設本部
原子力火力本部
空間・構造エンジニアリング本部
木造・木質建築推進本部
スマートコミュニティ本部
レジリエンスソリューション推進室

管理部

（支店） 作業所

地域FMセンター

営業所

北海道支店
東北支店
東京本店
横浜支店
東関東支店
北関東支店
名古屋支店
大阪本店
京都支店
神戸支店
四国支店
広島支店
九州支店

本店内標準組織図

総務部
経理部
人事部
営業部
FM部
設計部
工事監理部
見積部
調達部
工務部
技術部
設備部
プロダクト部
安全環境部
品質部
集合住宅センター
機材センター

海外事業本部 管理部

夢洲開発本部
MICE/IR推進室

会社概要
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（億円）

5,000

10,000

20,000

15,000

25,000

16,124
16,857

第86期
2023

（億円）

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

純資産 総資産 研究開発費 設備投資額

受注高 売上高 営業利益 当期純利益営業利益率

（億円）

100

200

300

400

500

第86期
2023

91

第87期
2024

94

454

102

19,970

9,773

第86期
2023

14,933
16,001

第87期
2024

22,330

16,147

20,904

10,913

第87期
2024

22,465

12,740

0 0

0

481

（億円）

0

300

600

900

1,200 6.0

4.5

3.0

1.5

0

（%）

第86期
2023

456

2.8

第87期
2024

929

1,030

374

第88期
2025

第88期
2025

3.3

第88期
2025

第88期
2025

293

5.8

561531

損益計算書・貸借対照表（連結）  （百万円）

受注高

売上高

営業利益

営業利益率（%）

経常利益

親会社株主に帰属する当期純利益

純資産

総資産

営業活動によるキャッシュフロー

投資活動によるキャッシュフロー

財務活動によるキャッシュフロー

研究開発費（億円）

設備投資（億円）

自己資本利益率（ROE）（%）

事業別売上高（連結）  （百万円）

建設事業

開発事業

その他

その他の財務データ（連結）  （百万円）

営業利益・営業利益率／
親会社株主に帰属する当期純利益（連結）

受注高／売上高（連結）

研究開発費／設備投資額（連結）純資産／総資産（連結）

第84期
2021

第85期
2022

第86期
2023

96,522

△14,654

2,200

95

267

5.0

△3,505

48,510

△4,201

91

458

3.6

110,253

△34,593

△7,725

91

481

4.1

第87期
2024

16,826

△43,067

△15,148

94

454

5.5

第84期
2021

第85期
2022

第86期
2023

1,152,439

49,254

58,736

1,246,212

66,106

63,091

1,471,738

70,752

69,932

第87期
2024

1,449,581

76,618

73,928

第84期
2021

第85期
2022

第86期
2023

1,306,428

　1,260,430

46,367

3.7

57,799

39,346

822,449

1,581,524

1,445,799

1,375,410

28,333

2.1

39,392

30,266

873,909

1,741,214

1,685,757

1,612,423

45,676

2.8

59,301

37,464

977,375

1,997,069

第87期
2024

1,493,300

1,600,129

53,118

3.3

70,913

56,154

1,091,382

2,090,447

28,403

△24,863

△10,786

102

293

8.8

1,445,390

85,477

83,931

2,233,066

1,614,799

92,936

5.8

108,281

103,011

1,274,027

2,246,502

第88期
2025

第88期
2025

第88期
2025

財務・非財務ハイライト
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（人）

0
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単体 連結
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7,786
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2023

（人）
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件数 比率

（件）
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95.2

40

第86期
2023

13,598

7,804

第87期
2024

14,006

7,907

第87期
2024

第88期
2025

97.0

32

第87期
2024

92.6

25

191
203

9.9

第86期
2023

6.2

第88期
2025

第88期
2025

第87期
2024

第88期
2025

女性役付職人数（単体）従業員数（単体・連結）

CASBEE S・Aランク PJ件数／比率（単体）施工時CO2排出量原単位（単体）

地域別売上高（連結）  （百万円）

※1 内勤時間を除いた度数率。100万延労働時間あたりの休業4日以上の労働災害による死傷者数の割合（１人親方等を含む）
※2 施工高あたり
※3 算出次第、掲載予定
※4 新増築・改修・解体工事が対象。建設汚泥、特別管理廃棄物は含まない
※5 Sランク及びAランクプロジェクトの合計。対象は当社設計プロジェクト

非財務データ（単体）

従業員数（人）
（連結）

従業員平均年齢（歳）

平均勤続年数（年）

女性役付職人数（人）

度数率（休業4日以上災害）※1

施工時CO2排出量原単位
（t/億円）※2

建設廃棄物リサイクル率
（重量%）※4

CASBEE S・Aランク
プロジェクト件数比率（%）※5

日本

アジア

欧州

北米

その他

1,114,353

79,456

45,070

21,549

‒

1,161,857

120,777

52,406

40,368

‒

1,320,913

183,870

64,370

43,268

‒

1,349,141

111,243

94,282

45,462

‒

7,757
（13,212）

44.1

18.5

155

0.64

8.3

94.5

93.8

7,751
（13,278）

44.3

18.6

164

0.26

8.7

94.3

98.5

7,786
（13,507）

44.6

18.9

175

0.45

9.9

95.4

95.2

7,804
（13,598）

44.4

19.2

191

0.29

6.2

95.6

97.0

第84期
2021

第85期
2022

第86期
2023

第87期
2024

7,907
（14,006）

44.6

18.9

203

0.57

※3

95.6

92.6

第84期
2021

第85期
2022

第86期
2023

第87期
2024

1,331,425

139,771

96,038

47,563

‒

※3

第88期
2025

第88期
2025

財務・非財務ハイライト
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